



3.025 尺＋3.025 尺＋3.020 尺＋3.025 尺＋3.025 尺＝15.12 尺
　この柱間は桁行 2 間半の畳内法に南側筋 0.54 尺、北側筋 0.70
尺の柱幅を配するもので
5.80 尺× 2.5 枚＋（0.54 尺＋ 0.70 尺） /2 ＝ 15.12 尺
桁行総柱間は 15.12 尺となり、墨書の合算値と一致する。
　なお、計画寸法において桁行総柱間 15.12 尺を 5 等分割した








6.11 尺＋ 6.11 尺＝ 12.22 尺
12.22 尺、仏壇間梁行柱間は 3 尺が計画寸法値となる。
　12.22 尺はマエザシキ梁行間で求めた数値と同一で、畳長手






3.21 尺＋ 3.21 尺＝ 6.42 尺
6.42 尺が土台の寸法に合致し、これがブツマ梁行総柱間の計画
寸法値となる。
　この計画寸法値は畳長手 1 枚に、南側筋 0.54 尺角、北側筋
0.70 尺の柱を想定して真々寸法とした
5.80 尺＋（0.54 尺＋ 0.70 尺）/2 ＝ 6.42 尺
6.42 尺に等しく、これを 2 等分した 3.21 尺が墨書の値と一致す
る。なお、このブツマ桁行柱間 6.42 尺は、既に述べたマエザ
シキ側の柱間とは一致しない。マエザシキにおける当該柱間は










2.82 尺＋ 3.12 尺＋ 2.70 ＝ 8.71 尺
8.71 尺となり、これに 3.44 尺を加えた
8.71 尺＋ 3.44 尺＝ 12.15 尺
12.15 尺が、オザシキ桁行計画寸法値となる。
　この数値は、ザシキ桁行 2 間に畳 2 枚を置き、この両側筋に
0.54 尺の柱を建てた
5.80 尺× 2 枚＋（0.54 尺＋ 0.54 尺）/2 ＝ 12.14 尺









The former Hoshinos’ residence at 
Yamakoshi-Takezawa in Nagaoka city : 



























6.11 尺＋ 6.11 尺＝ 12.22 尺
12.22 尺が当該柱間の計画寸法値となる。
　この数値は、2 間に畳 2 枚を長手に置いて柱径を加えた柱間
真々寸法を示すものと考えることが可能であったが、実際の数
値と照合すると以下のようになる。マエザシキ梁行は 2 間で、
5.80 尺の 2 倍が畳内法寸法となる。これに北西端は 0.70 尺角の
柱、その他の 0.52 〜 0.54 尺角の柱となるため、後者を 0.54 尺
角として真々寸法を算出すると
5.80 尺× 2.0 枚＋（0.70 尺＋ 0.54 尺）/2 ＝ 12.22 尺
更に、これを柱間の 2 間で等分割すると












判断できる。しかし、長手 5.80 尺の畳、本屋柱幅 0.54 尺、側
柱径 0.44 尺とする内法制とすれば、柱間真々は










3.025 尺＋ 3.025 尺＋ 3.02 尺＝ 9.07 尺
と両柱間は寸法としては合致する。但し、南端間ではマエザシ













　この計画寸法値は畳長手 4 枚半、両側に 0.54 尺角の側柱を
想定して真々寸法とした





　なお、ニワ境で 3 間通しの指鴨居上端は 3 本の束が建って四
等分されるが、東から 2 間目の柱間に「四尺五寸八分二りん五
毛」の記載が見られた。これは、真々 6.11 尺間 3 間を四等分
した









　この柱間は 3 間の北側筋に 0.82 尺角の大黒柱が建ち、南側
筋には 0.70 尺角の柱が建つ。このため長手 5.80 尺の畳 3 枚を
敷く内法制を前提に計画寸法を考えると
5.80 尺× 3 枚＋（0.82 尺＋ 0.70 尺）/2 ＝ 18.16 尺
































































































尺、2.70 尺、3.19 尺、2.82 尺、3.21 尺、3.21 尺、6.10 尺、3.05 尺、

































に枘差し、大黒柱、マエザシキ - ブツマ - チャノマ境の柱、ゲ
ンカン入口両脇の柱は礎石建とする形式であった。上屋側回り
は原則 2 階まで立ち上がる通柱で、長さは凡そ 20 尺程度であ
った。柱径は大黒柱が 0.83 尺角で最も大きく、次いでチャノ
マ - ブツマ - マエザシキ境の柱とニワ - 作業室境の 2 本が 0.70 尺、
他の上屋柱とゲンカン正面両脇の柱が 0.54 〜 0．52 尺、側柱
が 0.43 〜 0.41 尺、中古でウラチュウモンの転用材が多いシャ
コは .045 尺程度の幅であった。
　束はニワ、ダイドコロ、チャノマ梁行が太い柱幅に近い 0.70
尺、桁行は上屋柱に近い 0.54 〜 0．52 尺であった。座敷回り
では、ブツマ及びマエザシキ - オザシキ - ブツマ境では 0.70 尺
とするが、オザシキ側では太い幅の出ることを嫌ったためであ
ろうか、2 本の束が凸型断面をしており、オザシキ側では 0.52
〜 0.51 尺、ブツマ、マエザシキ側では 0.70 尺とするものであ
った。
　なお、上屋柱は床下部分で足固、1 階で土壁部分は貫 2 通、
内法部分は床上部分が幅 0.45 尺×高 0.70 尺程の指鴨居状の材
で固め、この両面に長押溝を設け内法長押を廻す構成であっ
た。即ち外見上は内法貫、内法長押とで固めるのと全く同じ外
観を呈していた。また、ニワは梁行を高 1.10 尺×幅 0.42 尺程
の指物で固める。内法上の壁中貫は原則 2 通り、指物が入る部
分は 1 通りであった。2 階床部分で桁行高 0.92 尺×幅 0.48 尺程、







































　1 階下屋回りで、垂木の寸法は高 0.20 ×幅 0.17 尺程、柱間に























　2 階の軒廻りも 1 階と同様の構成となるが、部材寸法が一回
り大きい。垂木の寸法は高 0.25 尺×幅 2.2 尺程、茅負は高 0.26
尺×幅 0.32 尺程、野垂木先端高は 0.17 尺程、軒出は 1.75 尺程
とする。なお、2 階垂木は継手がなく 1 材であった。
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